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広見東部地域のまちづくりルールが完成 

広見東部地域では、東海環状自動車道や国道２１号バイパスの整備が進められ、

大きく地域の環境が変わろうとしています。道路の開通にともない、全国のイ

ンターチェンジでも見られるような、「開発」の波が押し寄せることが予測さ

れます。 

そこで、広見東部地域の人々は、自分たちと自分の子孫のために、この地域の

将来を考え、まちづくりのルールを定めました。 

  

ス
タ
ー
ト
は
平
成
九
年 

 

　
広
見
東
部
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
き
っ
か
け
は
、
平
成
九
年
の

「
東
部
開
発
対
策
委
員
会
」
の
設
立

で
す
。
こ
れ
は
、
自
治
会
や
各
種
団

体
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
住
環
境
・

営
農
環
境
の
保
持
や
改
善
を
市
な
ど

に
対
し
て
行
う
、
要
望
活
動
が
中
心

で
し
た
。
し
か
し
東
部
地
域
全
体
で
、

一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
ル

ー
ル
を
作
る
必
要
性
が
出
て
き
ま
し

た
。
平
成
十
一
年
か
ら
は
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
派
遣
や
情
報
提
供
な
ど

市
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
平
成
十
二

年
に
は
「
東
部
開
発
対
策
委
員
会
」

か
ら
「
東
部
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

に
改
称
し
ま
し
た
。 

　
東
部
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
住
民
会

議
を
計
八
回
開
催
し
、
平
成
十
三
年

三
月
に
広
見
東
部
ま
ち
づ
く
り
構
想

を
ま
と
め
ま
し
た
。
同
年
十
月
に
は
、

公
募
な
ど
に
よ
る
新
た
な
委
員
二
十

五
名
を
加
え
て
、
新
た
な
東
部
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
委
員
会
で
は
、
土
地
利
用
、

環
境
・
景
観
、
歴
史
・
文
化
な
ど
に

関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
検
討
す
る

三
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。 

　東海環状自動車道と国道２１号バイパスという公共事業
による恩恵を、平等に受けることができることに配慮し、
多くの方々に理解していただき、ルールを完成させること
ができました。これも、自治会などの役員の方々をはじ
め、市の協力や名城大学の福島教授の助言があったからこ
そだと思います。 
　アンケートを高い率で回収できたこと、こまめに説明会
を開き、多くの方々の意見をくみ上げたことにより、９割
を超える賛同を得ることができました。このルール作りを
進めてきたことで、自分たちでまちづくりをしていこうと
いう意識が、東部地域にはぐくまれたのではないかと思い
ます。 
　今後は、このルールの運用をはじめ、積み残した課題を
検討していく新たな組織が必要となります。ルールは法的
規制力はなく、皆さんに理解してもらうことが大切である
とともに、開発に関して、新たな運用組織と市が協議でき
る場を作っていく必要があると思います。来年７月にはま
ちづくり条例が施行される予定です。この条例がこのよう
な活動の応援歌になることを期待しています。 

新たな組織で運用を 

    

平
成
十
七
年
開
通 

 

　
市
の
東
部
地
域
で
は
、
岐
阜
、
愛

知
、
三
重
の
三
県
を
結
ぶ
東
海
環
状

自
動
車
道
と
、
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
な
る
国
道
二
十
一
号
バ
イ
パ
ス
の

建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
海
環
状
自
動
車
道
に
お
い
て
は
、

（
仮
称
）
可
児
・
御
嵩
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
、
平
成
十
七
年
三
月
に
供

用
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。 

　
現
在
、
広
見
東
部
地
域
は
、
南
に

は
山
並
み
、
北
に
は
可
児
川
が
流
れ
、

豊
か
な
自
然
が
残
り
、
田
園
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
国
道
が
開
通
す
る
と
、

こ
の
地
域
も
、
ほ
か
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

乱
れ
た
土
地
利
用
開
発
が
進
む
可
能

性
が
あ
り
、
地
域
の
生
活
環
境
に
悪

い
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
広
見
東
部
地
域
は
用
途
白

地
地
域
で
あ
り
、
法
的
に
規
制
が
緩

い
た
め
、
そ
の
懸
念
は
さ
ら
に
大
き

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
東

部
地
域
の
人
々
は
、
地
域
の
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
、
変
わ
り
ゆ
く
地
域

に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
す
べ
き
か
を
検
討
し
、
自
分
た

ち
で
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
ル
ー

ル
を
作
る
た
め
に
、
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。 

▲平成１５年７月 

広見東部地域を南から 
撮影した航空写真 

平成６年 

▲
 

東部まちづくり委員会 
委員長 

奥村　幸生さん 
（明智自治会） 
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ま
ち
づ
く
り
の
目
標 

 

　
ル
ー
ル
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
東

部
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
（
ま
ち
の

将
来
像
）
は
、
先
に
定
め
ら
れ
た
構

想
な
ど
を
も
と
に
、
「
人
と
自
然
が

調
和
し
た
　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
　

東
部
」
と
し
て
、
○
農
と
住
が
調
和

し
た
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
　
○
み

ん
な
が
安
心
・
便
利
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
　
○
花
い
っ
ぱ
い
緑

い
っ
ぱ
い
の
快
適
な
ま
ち
　
○
歴
史
・

文
化
を
通
じ
た
ふ
れ
あ
い
（
交
流
）

の
あ
る
ま
ち
と
定
め
ま
し
た
。 

分
科
会
で
研
究 

 

　
東
部
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
三
つ
の

分
科
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
つ

い
て
専
門
的
に
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

土
地
利
用
・
道
路
・
水
路
分
科
会
で

は
、
建
築
物
・
敷
地
規
模
な
ど
に
関

す
る
ル
ー
ル
案
の
検
討
、
環
境
（
生

活
・
自
然
）
・
景
観
分
科
会
で
は
、

敷
地
緑
化
・
屋
外
広
告
物
に
関
す
る

ル
ー
ル
案
の
検
討
、
歴
史
・
交
流
分

科
会
で
は
、
地
域
の
歴
史
の
散
策
、

文
化
の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
伝
承
す

る
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

多
く
の
住
民
が
参
加 

 

　
平
成
九
年
か
ら
、
住
民
会
議
を
八

回
、
市
民
会
議
を
三
回
、
東
部
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
を
五
十
回
開
催
し
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
会
議
へ
の
参
加
人

数
は
、
の
べ
二
千
八
百
人
に
上
り
ま

し
た
。
ま
た
地
域
住
民
お
よ
び
地
域

外
地
権
者
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、

三
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
会
議
の
内
容
や
情
報
を

「
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て

ま
と
め
、
全
戸
に
配
付
し
て
活
動
を

知
ら
せ
る
こ
と
で
、
地
域
の
関
心
を

高
め
て
き
ま
し
た
。 

　
九
月
二
十
八
日
に
第
三
回
広
見
東

部
地
域
市
民
会
議
を
開
催
し
、
広
見

東
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
、

広
見
東
部
歴
史
散
策
マ
ッ
プ
を
発
表

し
ま
し
た
。 

活
動
が
残
し
た
も
の 

 

　
東
部
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
今
回

の
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
の
策
定
に
伴

い
一
区
切
り
が
つ
き
ま
し
た
。 

　
六
年
半
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
活
動
は
、
沿
道
緑
化
や
、
地

域
の
伝
統
文
化
・
歴
史
を
ま
と
め
た

歴
史
散
策
マ
ッ
プ
な
ど
、
多
く
の
財

産
を
残
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
地
域
全
体
の
意
識

が
高
く
な
っ
た
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
取
り
組
む
人
材
が
豊
富
に
な

っ
た
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
き
な
財

産
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
広
見
東
部
地
域
は
、
こ
れ
か
ら
ま

ち
の
様
子
も
大
き
く
様
変
わ
り
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
変
化
が
訪

れ
る
前
に
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
ル

ー
ル
を
策
定
し
、
開
発
の
波
を
受
け

止
め
る
準
備
が
で
き
た
こ
と
は
、
よ

り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

止
ま
ら
ず
前
に 

 

　
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
し

て
進
め
て
い
く
に
は
、
次
の
二
歩
目

を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

れ
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
ル
ー
ル
を
地

域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
守
り
育

て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
市
は
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
東
部

ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
貴
重
な
経
験
を

積
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

●
問
合
先
　
都
市
計
画
課 

ルールの基本的な考え方 
○将来にわたって子や孫たちに誇りの持てるふるさとになるよう、魅力あるまちづくりをめざして、地域で協力して運
用していくまちづくりルールを定めます。 
○このまちづくりルールは現時点で法的な規制力はありません。地域住民や関係者みんなで守っていくことが重要です。 
○今後、東部地域で開発、建築などを行う場合は、「ルール運用組織」での手続きが必要になります。 
○時代の変化、地域の生活環境の変化にあわせ、必要に応じて、５年から１０年ごとに見直していくこととします。 

のまちづくりルール のまちづくりルール 

□土地利用（敷地の利用）・建築物に関するルール 
１．建築物の用途等を制限するルール 
　　土地利用区分ごとに建てられる、または制限する建築

物の用途を定めます 
２．敷地面積の最低限度を定めるルール 
　　集落地などを除き、最低敷地規模をおおむね300㎡と

します 
３．建築物の壁面位置を敷地境界から後退するルール 
　　敷地境界からの後退距離を２ｍ以上、場所により３ｍ

以上とします 
４．建築物の壁面位置を道路境界から後退するルール 
　　建築物の壁面位置を道路中心より５ｍ以上（幅員４ｍ

以下の農道）、場所により道路境界から２ｍ以上とし
ます 

５．建築物の高さを制限するルール 
　　建築物の高さを１２ｍ以下場所により１５ｍ以下とします 
□東部地域の景観形成と緑化に関するルール 
６．建築物の色彩に関するルール 

　　新築または改築する建築物の外壁と屋根は、東部地域
にふさわしい落ち着いた色彩とします 

７．屋外広告物（看板）に関するルール 
　　自家用広告物、集合看板以外は設置しないこととしま

す。また、奇抜な色は使用しないようにします 
８．幹線道路沿道の敷地の緑化のルール 
　　専用住宅以外の用途で幹線道路沿いの開発の際には、

植栽帯を敷地面積の３％以上設けることとします 
９．垣・さくに関するルール 
　　新たに建てられる住宅の前面道路沿いは、垣または

さくとし、高さは２ｍ
以下とします。ブロッ
ク塀などは設置しない
こととします 

10．光害防止に関するルール 
　　夜間照明やネオンサイン

は必要最小限として、適
正な照明とします 

東部開発対策委員会設立 
東部開発対策委員会から東部まちづくり
委員会に名称を変更 
地域の皆さんが誰でも参加できるワーク
ショップを実施。広見東部の自然や暮ら
し、生活施設などについて議論を深めな
がら、まちづくり構想案をまとめた 
静岡県岡部町を視察 
第１回市民会議を開催し、８回にわたる
住民会議でまとめた「まちづくり構想」
を発表 
公募委員を含めた新体制で東部まちづく
り委員会を開催 
まちづくりルール策定にむけて３分科会
で協議を重ねる 
東部地域の居住環境やまちづくりへの関
心について第１回アンケートを実施 
第２回市民会議を開催し、まちづくり計
画中間案を発表し確認する 
まちづくりルール策定のための基礎調査
を兼ねて第２回アンケートを実施 
東部まちづくりルール案について、第３
回署名式アンケートを実施 
第３回市民会議を開催し、まちづくりル
ール案を発表し確認する 

平成９年４月

１２年５月 

 

７月 

 

 

 

１３年２月 

４月 

 

 

１０月 

　　　　　 

 

 

１１月 

 

１４年６月 

 

１５年２月 

 

５月 

 

９月 

 

名城大学都市情報学部教授 
福島　茂さん 

平成14年４月から東部まち
づくり活動に学識経験者と
して、助言などを行う。市
まちづくり条例の策定委員
会の副委員長も務める 

広見東部歴史散策マップ 
　歴史の風を感じることができる広見東部の歴史資源をめぐる、４つの散策コースと、広見東部にあった行事や風習を 
まとめました。 

※詳しくはパンフレットを参照ください。 

無駄な光が多い 
必要なところに効果的 
に照らしている 

地域将来像の実現を   
　広見東部地域では、まちづくりの目標（将
来像）、土地利用区域計画づくりに加え、今
回、まちづくりのルールが市民会議において
承認されました。まちづくり委員会を中心と
する地域住民の方々の大変なご努力に敬意を
払いたいと思います。地域の方々が主体的に
まちづくりに取り組む過程のなかで、「人と
自然が調和した暮らしやすいまち　東部」と
いう地域将来像、すなわち「地域の新しい公
共性」がつくられたこと、また、まちづくり
の人材が育まれ、その将来像を実現するため
の仕組みができたことは極めて意義深いこと
だと思います。 
　私がこれからの広見東部のまちづくりに期
待することは、まちづくり活動とルールの適
切な運用を両輪として、この地域将来像を実
現していくことにあります。地域住民の思い
に応えたまちづくり活動とその具体的な成果

は、ルールの地域への浸透にも役立つと考え
ます。そして、まちづくりの輪をもっと広げ
るために、若い人や女性などを含め、まちづ
くりに思いがある人なら誰でもが参加しやす
い仕組みを作っていくことが望まれます。 
　市では市全体の計画と地域の計画との整合
を図ることになりますが、市全体のバランス
には配慮しながらもできるだけ地域の思いを
くみ取る姿勢と、その実現のために全庁的に
取り組んでいくことが求められます。とりわ
け、地域将来像でもふれられている「人と自
然の調和」を実現するためには、営農環境が
厳しいなかで「農」をどのようなかたちで支
援していくかは重要な課題となるでしょう。 
　現在、市では市民参画によるまちづくり条
例を策定中です。近い将来、この条例が、広
見東部地域を始め、可児市の多くのまちづく
りの支えとなっていくことを期待しています。 

建設が進む東海環状自動車道 

９月２８日に開催された市民会議（広見東公民館） 
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行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

 

財
政
の
健
全
化

効
果
的
な
公
共
工
事

 

人
材
の
育
成

  

公
共
施
設
の
有
効
利
用

 

行
政
へ
の
市
民
参
加
の
促
進

 

事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

   

十
四
年
度
は
約
八
割
が
完
了 

 

　
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
は
、
平
成

十
三
年
度
か
ら
平
成
十
七
年
度
ま
で

の
五
年
間
を
推
進
期
間
と
し
、
追
加

分
を
含
め
て
、
百
一
の
実
施
項
目
を

定
め
て
い
ま
す
。 

　
二
年
目
で
あ
る
十
四
年
度
ま
で
に

百
一
項
目
中
九
十
七
項
目
に
取
り
組

み
、
そ
の
う
ち
二
十
七
項
目
が
完
了

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
実
施
項
目
ご
と
に
行
政
改

革
実
施
計
画
を
定
め
、
各
年
度
で
具

体
的
に
取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
明

記
し
て
い
ま
す
。
十
四
年
度
ま
で
に

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
完
了
し
た
実
施
項
目
は
、

九
十
七
項
目
中
八
十
項
目
で
、
十
四

年
度
で
は
八
十
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

が
完
了
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

事
務
事
業
の
整
理
合
理
化 

○
会
議
の
効
率
的
運
営 

　
　
効
率
的
な
会
議
を
行
う
た
め
、

会
議
改
善
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

ま
し
た
。 

○
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

運
用 

　
　
環
境
影
響
評
価
、
環
境
管
理
総

括
者
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
、

内
部
環
境
監
査
、
外
部
審
査
機
関

に
よ
る
定
期
審
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
登
録
を
継
続
し
ま

し
た
。 

○
文
化
振
興
事
業 

　
　
文
化
振
興
事
業
の
開
催
と
文
化 

▲余裕教室で行われる少人数指導（帷子小） 

▲市民活動スタッフ 
　により開催された 
　可児地歌舞伎祭 

PFIで建て替えができ 
るかどうかの調査を 
行った学校給食セン 
ター 

▼まちづくり助成金を受けた団体による 
　活動報告会 
 

▲
 

　
創
造
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理
を
、

（
財
）
可
児
市
文
化
芸
術
振
興
財

団
に
委
託
し
ま
し
た
。 

○
各
種
補
助
金
の
見
直
し 

　
　
一
件
を
廃
止
し
、
十
九
件
を
削

減
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
三

千
二
百
十
七
万
五
千
円
減
ら
し
ま

し
た
。 

 

公
共
施
設
の
有
効
利
用 

○
余
裕
教
室
の
有
効
活
用 

　
　
総
合
的
な
学
習
の
展
開
や
少
人

数
指
導
の
実
施
な
ど
を
、
余
裕
教

室
の
あ
る
十
校
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

行
政
へ
の
市
民
参
加
の
促
進

○
市
民
の
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
へ
の
支
援 

　
　
ま
ち
づ
く
り
活
動
助
成
金
交
付

要
綱
を
制
定
し
、
市
民
が
自
主
的

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
す
る
た
め

の
助
成
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。
十
四
年
度
で
は
九
団
体
、

十
事
業
に
対
し
て
助
成
を
し
ま
し

た
。 

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援 

　
　
可
児
市
市
民
公
益
活
動
セ
ン
タ

ー
（
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
）
を

正
式
に
開
設
し
、
管
理
運
営
を
可

児
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会
に
委
託
し
ま
し

た
。
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
講
座
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

講
演
会
を
同
協
会
に
委
託
し
て
開

催
し
ま
し
た
。 

○
地
域
か
ら
の
土
木
事
業
な
ど
の
要

望
方
法
の
検
討
と
回
答
の
実
施 

　
　
各
自
治
会
か
ら
の
要
望
に
つ
い

て
、
様
式
と
回
答
の
仕
組
み
を
統

一
化
し
ま
し
た
。 

○
文
化
振
興
施
策
を
市
民
参
加
で
推

進 

　
　
ア
ー
ラ
ク
ル
ー
ズ
な
ど
市
民
活

動
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て

事
業
を
行
い
、
第
九
演
奏
会
や
地

歌
舞
伎
な
ど
の
市
民
参
加
イ
ベ
ン

ト
を
継
続
的
に
開
催
し
ま
し
た
。 

 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

○
戸
籍
の
電
算
総
合
処
理
シ
ス
テ
ム

を
導
入 

　
　
戸
籍
事
務
を
電
算
化
す
る
こ
と

で
、
戸
籍
事
務
の
処
理
を
迅
速
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

財
政
の
健
全
化 

○
庁
舎
管
理
経
費
の
削
減 

　
　
庁
舎
の
管
理
経
費
（
電
気
、
水

道
、
ガ
ス
料
金
）
を
三
百
七
十
五

万
円
減
ら
し
ま
し
た
。 

○
紙
の
使
用
料
を
削
減 

　
　
紙
の
両
面
使
用
、
パ
ソ
コ
ン
上

で
の
加
筆
修
正
な
ど
の
推
進
に
よ

り
、
紙
の
使
用
量
を
抑
制
し
、
約

四
十
四
万
一
千
枚
減
ら
し
ま
し
た
。 

○
負
担
金
の
見
直
し 

　
　
負
担
金
を
二
百
九
十
六
万
二
千

円
減
ら
し
ま
し
た
。 

○
市
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
の
見
直

し 

　
　
市
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃

止
し
ま
し
た
。 

 

効
果
的
な
公
共
工
事 

○
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
調
査
検
討 

　
　
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
基
本
方
針
」
を

策
定
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
お
け
る

指
針
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に
お
い

て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
使
え
る
か
ど
う
か
の

可
能
性
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

人
材
の
育
成

○
職
員
上
司
考
課
制
度
の
導
入 

　
　
現
行
の
人
事
考
課
制
度
に
加
え
、

部
下
に
よ
る
評
価
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
客
観
性
と
納
得
性
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
管

理
監
督
職
員
の
育
成
を
図
り
ま
す
。 

 

実
り
あ
る
行
政
改
革
を

 

　
市
は
、
時
代
の
流
れ
や
環
境
変
化

の
中
で
、
市
民
が
何
を
考
え
、
何
を

求
め
て
い
る
か
的
確
に
把
握
し
、
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政

の
在
り
方
が
問
わ
れ
、
行
政
改
革
は

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
、
行
政
内
部
に
お
け
る
経

費
の
削
減
・
減
量
と
い
っ
た
観
点
か

ら
の
み
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
市
民

福
祉
の
向
上
を
目
指
し
た
新
し
い
時

代
に
対
応
で
き
る
、
柔
軟
で
活
力
あ

る
行
財
政
運
営
の
た
め
の
取
り
組
み

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
推
進
し
て

い
き
ま
す
。 

　
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
総
合
政
策
課 

事務事業の整理合理化 
外郭団体 
定員および給与 
広域行政 
公正の確保と透明性の向上 
会館等公共施設 
行政への市民参加の推進 
行政サービスの情報化等行政サービスの向上 
経費の節減合理化等財政の健全化 
公共工事 
組織・機構 
人材の育成・確保 

２５ 
１ 
４ 
１ 
７ 
４ 
１７ 
８ 
１３ 
２ 
６ 
１３ 
１０１ 

行政改革の重点事項 項目数 

１４年度の実施項目の内訳 

実施プログラム状況 

計 

０ 

２０ 

６０ 

４０ 

８０ 

１２０ 
１２３ 

１００ 

１４０ 

人
材
の
育
成 

組
織
・
機
構 

公
共
工
事 

財
政
健
全
化 

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上 

市
民
参
加 

公
共
施
設 

公
正
確
保 

広
域
行
政 

定
員
・
給
与 

外
郭
団
体 

事
務
合
理
化 

プ
ロ
グ
ラ
ム
数 

５年間で行うプログラム 
これまでに完了したプログラム 

６６ 

３ 

１５ 
１０ 

２ 

３２ 

２０ ２２ 
１５ 

６８ 

３８ ３８ 

２３ 

１４ 

５０ 

３２ 

８ ８ 

１７ １７ １５ 

７７ ７７ 

２５ 

ＰＦＩとは 
　Private　Finance　Initiativeの
頭文字を取ったもの。公共施設
の建設、維持管理、運営などを
民間の資金、経営能力および技
術的能力を活用しようとするも
ので、これにより効率的かつ効
果的に公共サービスを提供する
ことを目指します。 

第
三
次
行
政
改
革
大
綱 

市
は
、
市
民
福
祉
の
向
上
、
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
、 

行
政
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
、
「
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
」
を
平
成
十
二
年
十
一
月
に
策
定
し
、 

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

こ
こ
で
は
、
十
四
年
度
に
行
っ
た
主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

十
四
年
度
の
実
施
内
容
を
報
告

十
四
年
度
の
実
施
内
容
を
報
告

十
四
年
度
の
実
施
内
容
を
報
告
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市職員給与などの公表 
可児市職員の給与などの実態についてお知らせします。 
●問合先 秘書課 

（１）人件費の状況（１４年度普通会計決算） 

※人件費には、一般職の給料や職員手当、共済費のほか、特別職の給料、報酬など 
　を含みます。 

A職員手当には、退職手当を含みません。 
B給与費は、給与改善分として1.0％分を含みます。 
C（　）内は、再任用短時間勤務職員です。（外書き） 

住民基本台帳人口 
15.3.31（現在） 

歳 出 額  
　　　　Ａ 実質収支 

人 件 費  
　　　　Ｂ 

人件費率 
（B/A）  

（参考）13年度 
の人件費率  

92,218人 24,719,213千円 799,258千円 3,786,569千円 15.30% 12.80%

（２）職員給与費の状況（１５年度普通会計予算） 

職員数 
Ａ 

給　　　　　　与　　　　　　費 １人当たり   
給与費（B/A） 

6,628千円 

給　料 

1,825,290千円 

職員手当 

459,160千円 

期末・勤勉手当 

817,306千円 

計　　B

3,101,756千円 468人（0人） 

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（１５年４月１日現在） 
一般行政職（345人） 医療職（19人） 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

342,500円 428,659円 40.3歳 279,300円 309,358円 33.8歳 

（４）職員の初任給の状況（１５年４月１日現在） 

区分 
可　　　児　　　市 

決定初任給 

171,500円 

139,500円 

採用２年経過日給料額 

185,600円 

149,200円 

決定初任給 

171,500円 

139,500円 

採用２年経過日給料額 

185,600円 

149,200円 

国 

一　般 
行政職 

大学卒 

高校卒 

（５）職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況（１５年４月１日現在） 
区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

280,700円 324,700円 386,600円 

231,200円 280,700円 324,700円 
一般行政職 

大学卒 

高校卒 

（６）一般行政職の級別職員数の状況（１５年４月１日現在） 

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 計 

主事補 主事 係長 課長 部長 

3人 21人 44人 74人 42人 56人 61人 38人 6人 345人（0人） 

0.9% 6.1% 12.8% 21.4% 12.2% 16.2% 17.7% 11.0% 1.7% 100.0%

1.8% 6.2% 17.4% 19.1% 12.4% 14.4% 16.2% 10.9% 1.8% 100.0%

3.6% 6.4% 31.6% 14.8% 11.7% 12.0% 8.1% 10.1% 1.7% 100.0%

標準的な職務内容 

職員数 

構成比 
１年前の 
構成比 あ 

５年前の 
構成比 あ 

参 
考 

（７）昇給期間短縮の状況 
区　　　　　分 合計 一般行政職 医療職 福祉職 技能労務職 

職 員 数 （ Ａ ）  

普通昇給期間（12～24月）を 

短縮して昇給した職員数（Ｂ） 

比　　率（Ｂ）／（Ａ） 

職 員 数 （ Ａ ）  

普通昇給期間（12～24月）を 

短縮して昇給した職員数（Ｂ） 

比　　率（Ｂ）／（Ａ） 

425人 345人 19人 30人 31人 

30人 27人 3人 0人 0人 

7.1% 7.8% 15.8% 0.0% 0.0%

424人 340人 19人 33人 32人 

23人 23人 ０人 ０人 ０人 

5.4% 5.4% 0.0% 0.0% 0.0%

14
年 
度 

13
年 
度 

A職員数は、給与支給条例に基づく行政職給料表の級区分によります。 
B標準的な職務内容とは、各級に該当する代表的な補職名です。 
C（　）内は、再任用短時間勤務職員です。（外書き） 

（８）職員手当の状況（１５年４月１日） 

（９）特別職の報酬等の状況（１５年４月１日現在） 
区　分 

給 
料 

市　長 
助　役 
収入役 

920,000円 
780,000円 
710,000円 

6月期　2.25月分 
12月期　2.40月分 

計　4.65月分 

6月期　2.25月分 
12月期　2.40月分 

計　4.65月分 

480,000円 
425,000円 
400,000円 

議　長 
副議長 
議　員 

報 
酬 

給料月額等 期末手当（14年度支給割合） 

（１０）部門別職員の状況と主な増減理由（各年４月１日） 

職員数（人） 

一 
般 
行 
政 
部 
門 

対前年 
増減数 
（人） 

主　な　増　減　理　由 
平成14年 

議　会 
総務企画 
税　務 
民　生 
衛　生 
労　働 
農林水産 
商　工 
土　木 

6
120
31
72
35
── 
15
8
66

6
124
30
72
35
── 
15
10
59

0
4
△1
0
0
0
0
2
△7

合併事務事業・消防防災事業の充実 
事務事業の合理化 

係の新設 
係の廃止、事務事業の合理化 

部 
　 
　 
門 

特 
別 
行 
政 

教　育 
警　察 

88
── 

90
── 

2
0
係の新設及び廃止 

会 
計 
部 
門 
注 
） 

公 
営 
企 
業 
等 

病　院 
水　道 
下水道 
その他 

── 
20
17
20

── 
20
17
20

0
0
0
0

小　計 353 351 △2

平成15年 

小　計 88 90 2

合　　計 （0） 498498 （0） 0（0） 

小　計 57 57 0

区分 

扶養手当 

内　　　　　容 

配偶者 14,000円 
扶養親族である配偶者を有する場合の２人まで　それぞれ 6,000円 
（扶養親族でない配偶者を有する場合はそのうち１人について） 6,500円 
（配偶者がない場合はそのうち１人について） 11,000円 
その他 5,000円 
16歳から22歳の子には 5,000円加算 

国の制度 
との同異 

同 

住居手当 
所有住宅の世帯主である者 1,000円 
（取得後５年を経過するまでの間は2,500円） 
賃貸住宅を借り受け一定額以上の家賃を支払っている者 限度額 27,000円 

同 

通勤手当 通勤距離に応じて支給 限度額 40,000円 異 

A（　）内は、再任用短時間勤務職員です。 
B退職手当の一人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種にかかる職員に支 
　給された平均額です。 

A（　）内は、再任用短時間勤務職員です。（外書き） 
B職員数は一般職に属する職員数です。 

主任 

福 祉 職（30人） 技能労務職（31人） 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

241,700円 274,750円 31.0歳 295,100円 326,458円 53.4歳 

市職員給与などの公表 区　分 

期 

末 

手 

当 

・ 

勤 

勉 

手 

当 

退 

職 

手 

当 

特 
定 
幹 
部 
職 
員 

可　　児　　市 国 

（14年度支給割合） 期末手当 勤勉手当 
６月期 1.35月分 0.9月分 
12月期 1.5月分 0.9月分 

2.85月分 1.8月分 

一 

般 

職 

員 

（14年度支給割合） 期末手当 勤勉手当 
６月期 1.55月分 0.7月分 

3.25月分 1.4月分 

（0.85）月分 （0.35）月分 
12月期 1.7月分 0.7月分 

（0.9）月分 （0.35）月分 

（1.75）月分 （0.7）月分 

（14年度支給割合） 期末手当 勤勉手当 
６月期 1.35月分 0.9月分 
12月期 1.5月分 0.9月分 

2.85月分 1.8月分 

（14年度支給割合） 期末手当 勤勉手当 
６月期 1.55月分 0.7月分 

3.25月分 1.4月分 

（0.85）月分 （0.35）月分 
12月期 1.7月分 0.7月分 

（0.9）月分 （0.35）月分 

（1.75）月分 （0.7）月分 

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 

自己都合等 勧奨・定年 

勤続20年 21.0月分 28.875月分 
勤続25年 33.75月分 44.55月分 
勤続35年 47.5月分 62.7月分 
最高限度額 60.0月分 62.7月分 
その他の加算　　定年前早期退職 
退職時特別昇給　  1号給 

（支給率） 自己都合 勧奨・定年 
勤続20年 21.0月分 28.875月分 
勤続25年 33.75月分 44.55月分 
勤続35年 47.5月分 62.7月分 
最高限度額 60.0月分 62.7月分 
その他の加算　　定年前早期退職 
退職時特別昇給　  1号給 

1人当たり 
平均支給額 7,359千円 17,724千円 

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有 職制上の段階、職務の級等による加算措置　有 

8広報かに 2003.11.1
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夏
休
み
な
ど
の
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
朝
八
時

三
〇
分
か
ら
の
開
設
で
す
。
早
朝
勤
務
で
は

子
ど
も
が
預
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

　
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
時
間
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
限
り
多
く
の
利
用
者
を
カ
バ
ー
で
き
る
時

間
帯
で
決
定
し
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ご
指

摘
の
よ
う
に
「
朝
八
時
三
〇
分
始
ま
り
で
は
遅

い
」
「
午
後
六
時
終
了
で
は
早
す
ぎ
る
」
と

い
っ
た
ご
意
見
は
、
ほ
か
の
人
か
ら
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
市
と
し
て
は
、
で
き
る
限
り
ご
要
望
の
時
間

帯
に
子
育
て
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
か

ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
子
ど
も
を
預
け
る
側
、
預
か
る
側
の
そ

れ
ぞ
れ
の
会
員
を
募
集
し
、
会
員
間
の
調
整
に

よ
り
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
児
童
ク
ラ

ブ
開
設
時
間
外
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
同
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　
な
お
今
後
、
無
作
為
抽
出
に
よ
る
子
育
て
支

援
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
児
童

ク
ラ
ブ
利
用
も
含
め
た
意
向
把
握
を
し
て
い
き

ま
す
。 

 

　
物
を
大
切
に
す
る
思
想
の
育
成
と
、
人
の

交
流
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
常
設
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。 

 　
現
在
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
中
で
、
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
の
消
費
生
活

を
改
め
、
資
源
の
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ご
意
見
の
通
り
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
再

使
用
（
リ
ユ
ー
ス
）
の
観
点
か
ら
限
り
あ
る
資

源
を
有
効
に
使
っ
て
い
く
循
環
型
社
会
の
一
翼

を
担
う
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
幸
い
、
可
児
市
で
は
「
か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
会
」
な
ど
の
市
民
団
体
に
よ
る
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た

常
設
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
設
置
予
定
は
今
の

と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
開
催
情
報
を
広
報
か

に
な
ど
を
通
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
周
知
し
参

加
を
促
す
な
ど
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
へ
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
十
万
都
市
の
玄
関
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
可

児
駅
周
辺
の
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
二
〇

〇
五
年
ま
で
に
実
現
で
き
ま
せ
ん
か
。 

 

　
可
児
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
十
一
年
に
公
表
し
た
「
可
児
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
可
児
市
の

「
顔
」
と
し
て
の
整
備
と
拠
点
づ
く
り
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
道
路
が
狭
く
、
い

ろ
い
ろ
な
用
途
の
建
物
が
混
在
し
て
い
る
た
め
、

可
児
市
の
顔
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
そ
こ
で
平
成
十
一
年
度
、
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
と
名

鉄
新
可
児
駅
を
中
心
に
、
可
児
川
と
Ｊ
Ｒ
太
多

線
と
に
囲
ま
れ
た
約
十
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ

い
て
、
可
児
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業
に
着
手

し
ま
し
た
。
幅
員
二
十
〜
十
八
メ
ー
ト
ル
の
可

児
駅
前
線
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
計
画
道
路
三

路
線
（
延
長
約
九
百
二
十
四
メ
ー
ト
ル
）
や
、

面
積
約
六
千
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
駅
前
広

場
、
四
カ
所
の
公
園
の
ほ
か
、
幅
員
六
〜
十
一

メ
ー
ト
ル
の
区
画
道
路
等
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
駅
前
に
は
約
五
千
六
百
平
方
メ
ー

ト
ル
の
市
有
地
を
確
保
し
、
将
来
、
駐
車
場
、

駐
輪
場
の
ほ
か
、
都
市
拠
点
施
設
の
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
に
つ

い
て
は
橋
上
化
し
、
駅
の
東
西
を
自
由
通
路
で

結
ぶ
構
想
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
完
成

の
暁
に
は
、
こ
の
地
区
が
可
児
市
の
顔
に
ふ
さ

わ
し
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
誇
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

　
た
だ
残
念
な
が
ら
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

は
多
く
の
費
用
と
長
い
期
間
を
要
す
る
た
め
、

現
在
の
予
定
で
は
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
完

了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
拠
点
施
設
な
ど
の
整

備
は
さ
ら
に
そ
の
後
に
な
り
、
ご
要
望
の
あ
り

ま
し
た
二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）
に
間
に

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、

鋭
意
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

●
問
合
先
　
市
政
情
報
課 

市長への手紙から 

市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
た
め
に 

 

皆
さ
ん
の
貴
重
な
声
を
聞
く

”市
長
へ
の
手
紙
“。 

 

こ
こ
で
は
、今
年
い
た
だ
い
た
手
紙
の
中
か
ら
、 

 

主
な
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。 

可児市の顔としての整備が進む可児・新可児駅東地区 



●記　木下直美さん（緑） 

ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団
レ
ポ
ー
ト 
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つ
か
れ
た
け
ど
、す
ご
く
楽
し
か
っ
た
！

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団 

●
小
栗
大
輝
君
（
旭
小
四
年
） 

       

　
ぼ
く
は
、
十
月
十
一
、
十
二
日
の

か
に
さ
ん
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し

ま
し
た
。
最
初
に
緑
の
丘
に
集
合
し
、

開
会
式
の
あ
と
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
一
日
目
は
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
歩
き

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
神
社
や
寺
や

明
智
じ
ょ
う
の
あ
と
、
古
ふ
ん
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
先
生
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
メ
モ
を
と
っ
た
け
ど
、
言

葉
が
む
ず
か
し
く
て
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。 

　
じ
ょ
う
光
寺
で
休
け
い
し
て
、
広

見
神
社
に
い
動
し
ま
し
た
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
あ
と
、
大
学
生
の
人
た
ち

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

と
く
に
、
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
と
い
う 

ゲ
ー
ム
が
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た

や
り
た
い
で
す
。
ラ
イ
ン
の
湯
へ
行

っ
て
お
ふ
ろ
に
入
り
、
寺
に
も
ど
っ

て
ね
ま
し
た
。
夜
の
寺
は
ト
イ
レ
が

遠
く
て
こ
わ
か
っ
た
で
す
。 

　
二
日
目
は
、
六
時
に
起
き
て
ラ
ジ

オ
体
そ
う
、
そ
う
じ
な
ど
を
し
ま
し

た
。
今
度
は
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も

歩
い
て
、
す
ご
く
つ
か
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
は
と
ぶ
き
山
に
登
り
ま
し

た
。
こ
こ
か
ら
は
親
子
で
歩
き
ま
す
。

登
る
の
に
一
時
間
は
か
か
る
と
聞
い

て
い
た
け
ど
、
頂
上
に
着
い
た
ら
一

時
間
も
か
か
っ
て
い
な
い
し
、
き
ょ

り
も
そ
ん
な
に
な
か
っ
た
の
で
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
か
い
散
し
て
家
に
帰

っ
て
か
ら
、
家
族
の
み
ん
な
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。 

　
「
そ
な
え
よ
つ
ね
に
！
」
を
合
言

葉
に
、
元
気
で
生
き
生
き
と
活
動
す

る
少
女
た
ち
。
私
た
ち
可
児
市
郡
の

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
、
木
づ
ち
を
使

っ
て
テ
ン
ト
を
張
っ
た
り
、
老
人
ホ

ー
ム
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
、
月
二

回
の
活
動
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
豊
か
な
感
性
を
磨
く
こ
と
が
で
き

る
時
期
に
、
自
分
で
考
え
、
判
断
し

行
動
し
て
い
く
「
自
主
性
」
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

活
動
を
通
し
て
日
本
中
、
世
界
中
へ

と
友
だ
ち
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
異
文
化
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値

観
を
持
っ
た
人
と
の
交
流
が
、
未
来

を
作
る
女
性
を
育
て
る
の
で
す
。
皆

さ
ん
も
一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
今
回
、
高
齢
者
疑
似
体
験
や
モ
ー

ル
で
プ
ー
ド
ル
作
り
な
ど
が
で
き
る

体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。 

●
期
日
　
１１
月
２４
日
（
振
休
） 

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分 

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
） 

●
対
象
者
　
年
長
児
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
女
子
と
そ
の
保
護
者 

※
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
難
民
の
子
ど

も
た
ち
に
送
る
「
ピ
ー
ス
パ
ッ
ク
」

の
寄
付
も
受
け
付
け
ま
す
。
ノ
ー

ト
や
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
歯
ブ
ラ

シ
な
ど
、
新
品
で
動
物
の
絵
が
つ

い
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
木
下
直
美
さ
ん 

u
Ç
７
５
５
１ 

グループからこんにちは 129

ガールスカウト 
岐阜県第３２団 

素
敵
な
「
プ
リ
テ
ィ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
」
に 

▲一日目に行った子守神社 

▲鳩吹山山頂で仲間と 
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イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 

イ 
ラ 
ス 
ト 

大 
募 
集 
あて先 
広見一丁目１番地 広報かに「イラスト係」 

　
「
紙
と
ペ
ン
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
で
き
る

か
ら
」
と
俳
句
の
魅
力
を
語
る
海
老
さ
ん
。
始
め

て
約
二
十
年
、
所
属
す
る
会
「
恵
那
」
「
羽
衣
」

へ
の
月
々
の
投
句
を
始
め
、
各
地
の
文
芸
祭
に
出

し
た
り
旅
先
で
投
句
し
た
り
と
、
い
つ
も
積
極
的

に
俳
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
海
老
さ
ん
の
宝
物
は
手
づ
く
り
の
句

集
。
今
は
亡
き
友
人
の
加
藤
大
和
さ
ん
に
作
っ
て

も
ら
っ
た
「
こ
こ
ろ
に
残
る
五
十
景
」
「
山
頭
火

讃
歌
」
「
弁
慶
庵
と
善
光
寺
」
「
余
生
悠
遊
」
の

四
冊
で
す
。
海
老
さ
ん
の
俳
句
に
、
加
藤
さ
ん
が

撮
影
し
た
写
真
、
友
人
中
山
直
樹
さ
ん
の
ス
ケ
ッ

チ
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
く
”
仲
良
し
じ

じ
ば
ば
ト
リ
オ
珍
道
中
“
。
「
趣
味
が
通
じ
る
友

人
に
巡
り
会
え
た
幸
せ
。
こ
れ
が
大
切
な
宝
物
」

と
、
句
集
を
手
に
誇
ら
し
げ
に
語
り
ま
す
。 

 

秋
の
雲
あ
て
な
き
旅
に
出
て
み
た
し
　
茂
子 

 

若いモンには負けとれん 34

出会いは一生の宝物 
●海老茂子さん（久々利・７９歳） 

▲ 
う
ー
た
ん
（
羽
生
ケ
丘
） 

▲ 
藤
原
立
夏
（
若
葉
台
） 

▲ 
加
藤
彩
華
（
中
恵
土
） 

ありがとう 
ございました 

み
な
さ
ん
の 

善
意 

俳
句    

岬
　
雪
夫
　
選

安
藤
あ
や
子
（
下
恵
土
） 

土
用
波
岬
に
い
ま
も
古
灯
台 

芳
賀
加
津
美
（
菅
刈
） 

本
堂
に
住
み
つ
き
し
蚊
に
刺
さ
れ
け

り 

玉
木
小
稲
（
菅
刈
） 

夏
蝶
の
消
え
し
と
こ
ろ
に
母
の
墓 

三
宅
令
子
（
土
田
） 

富
士
山
の
大
き
く
見
え
て
今
朝
の
秋 

佐
橋
節
子
（
土
田
） 

緑
陰
に
な
ら
ん
で
休
み
車
椅
子 

田
上
廣
子
（
下
恵
土
） 

夏
萩
へ
通
夜
の
灯
り
の
と
ど
き
た
る 

畠
山
紋
子
（
鳩
吹
台
） 

向
日
葵
の
か
た
く
な
に
ま
で
海
に
向

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
） 

●
社
会
福
祉
に
　 

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
可
児
、

全
建
総
連
岐
阜
建
労
可
児
総
支

部
、
可
児
川
苑
利
用
者
一
同
、

森
林
キ
ャ
ン
プ
チ
ャ
ン
プ
、
玉

置
武
司
、
宮
原
隆
一
、（
株
）
清

香
苑
、
名
城
大
学
ロ
ー
タ
ー
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
、（
新
）
長
坂
み
ど

り
会
、
土
屋
利
夫
、
巻
寿
司
の

斗
盧
ち
ゃ
ん 

　
紹
介
し
た
い
人
や
身
近
な
話

題
な
ど
、
情
報
を
市
政
情
報
課

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

会員を募集 
◎エアロビクスサークル 
　ＬＥＡ  
　エアロビクスは体力向上、健康
維持、シェイプアップに最適なス
ポーツです。初めての人、リズム
感に自信がない人も大丈夫。みん
なで汗を流しませんか。見学大歓
迎です。気軽にお越しください。 
●期　日　毎週水曜日 
●時　間　午後８時３０分～９時
３０分 
●場　所　土田小学校体育館 
※室内用シューズを持参してくだ
さい。 
●連絡先　佐橋見幸さん 

u０９０‐８５５５‐６８２５ 

い
　
す 

は
ぎ 

ひ
ま
わ
り 

ち
ょ
う 



第
１３
回
健
康
フ
ェ
ア
可
児 

健康づくりに一役 
　１０月１８日と１９日の２日間、文化創造セ
ンターで、第１３回健康フェア可児が開かれま
した。 
　市内の約５０団体が日ごろの活動を紹介した
り、健康・福祉相談のブースを設置したりし
て健康づくりを呼び掛けました。 
　また１８日には、女優の中村メイコさんを招
いた県民健康セミナー「私の生き方」も開か
れ、来場者は、女優業と家庭の両立など、時
折冗談を交えた楽しい話に引き込まれていま
した。 

手
づ
く
り
絵
本
大
賞
　
審
査
結
果 

手
づ
く
り
絵
本
大
賞
　
審
査
結
果 

レイ君が市内でただ一人の入賞 
　９月２２日、２３日の両日、市と手作り絵本大
賞実行委員会が主催する「第６回花のまち可児・
手づくり絵本大賞」の審査が行われました。全
国から「バラ」または「あな」をテーマとする、
４９４点の応募の中から、大賞１点、優秀賞５点、
奨励賞１０点が選ばれました。 
　審査の結果、市内ではただ一人、レイ剛君
（南帷子小４年）の「いいあなとわるいあな」
が見事奨励賞に輝きました。 
　大賞には、京都市伏見区の徳野良美さん（５１
歳）の「ボールをおいかけて」が選ばれました。 

第
１３
回
健
康
フ
ェ
ア
可
児 

５０人の小学生も参加して行われた審査会（広見公民館ゆとりピア） 

入賞作品の「いいあなと 
わるいあな」を手に笑顔を 
見せるレイ君 

会場を元気よく出発するウオーキング大会の参加者たち 
▲歯のフッ素塗布を受ける子ども 

講演をする 
中村メイコさん 

手話で歌を披露する手話サークル 
かにっ子の皆さん 

▲医師による健康相談を 
　受ける来場者 

12広報かに 2003.11.1
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可
児
市
老
人
ク
ラ
ブ
体
育
大
会 

可
児
市
老
人
ク
ラ
ブ
体
育
大
会 

今渡公民館でお年寄りに手紙とマスコットを渡す今渡北小学校の 
児童代表たち 

人間が生まれてから死ぬまでを表現した「人生航路」の仮装行列 

曲に合わせた踊りで会場を盛り上げた生徒（蘇南中）たち 

可
児
市
民
音
楽
祭
２
０
０
３ 

可
児
市
民
音
楽
祭
２
０
０
３ 

美しい音色に感動！ 
　１０月１２日、文化創造センターで可児市民音
楽祭２００３が行われました。会場となった主劇場
は、立ち見客が出るほどの盛況ぶり。 
　ステージでは、市内の中学校や高校の吹奏楽
部、一般の吹奏楽団などが参加し、映画音楽
やポップスなど親しみやすい曲を演奏。日ごろ
の練習の成果を披露しました。 
　劇場中に響く美しい音色や楽しい演出に、訪
れた観客は盛大な拍手を送っていました。 

人生　元気で楽しく 
　１０月１６日、坂戸の総合運動場で、第２６回
可児市老人クラブ体育大会が行われました。秋
晴れの澄んだ青空の下、市内５１老人クラブの会
員約８００人が参加。最高齢者は９２歳です。 
　お年寄りたちは、玉入れや借り物競争、ディ
スク正確投げなどを童心に返り楽しんでいまし
た。中でも仮装大会では、カモメの水兵さん、
かかし、人生航路など参加５組が、思い思いに
変装。会場を練り歩き、観覧席からは大きな拍
手と笑いが沸き起こりました。 

交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦 

交
通
安
全
レ
タ
ー
作
戦 

交通事故に気を付けて 
　９月１９日、今渡北小学校の児童による交通
安全レター作戦が行われました。この行事は、
開校以来毎年行われているもので、今年で２１
回目を迎えます。 
　児童たちが交通安全の願いを込めた手紙やし
おり、マスコットを用意。児童の代表たちが、
今渡公民館で開催された今渡地区高齢者交通安
全大会の会場や近くのスーパーの前で、お年寄
りや買い物客に用意した手紙などを手渡し、交
通安全を呼び掛けました。 
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図
書
館
・
文
庫
協
議
会
合
同
講
座
―

紙
芝
居
を
楽
し
も
う

図
書
館
と
可
児
市
文
庫
協
議
会
は

「
紙
芝
居
の
は
じ
ま
り
は
じ
ま
り
」

と
題
し
て
、
紙
芝
居
専
門
家
の
実
演

な
ど
を
楽
し
む
催
し
を
行
い
ま
す
。

●
期
日

１１
月
２９
日
（
土
）

●
時
間

午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

（
受
け
付
け
は
午
前
１０
時
か
ら
）

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
講
師

右
手
和
子
さ
ん
（
紙
芝
居

実
技
指
導
者
）

●
内
容

紙
芝
居
実
演
と
実
技
指
導

●
参
加
費

無
料

●
問
合
先

図
書
館
本
館

u
~
５
１
２
０

国
際
理
解
講
座
―――――――――――――

ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
知
ろ
う

可
児
市
国
際
交
流
協
会
は
、
国
際

理
解
講
座
パ
ー
ト
４
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

１１
月
１６
日
（
日
）

●
時
間

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
演
題

ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
と
生
活

●
講
師

安
藤
康
友
さ
ん
（
元
青
年

海
外
協
力
隊
員
）

●
内
容

ベ
ト
ナ
ム
の
現
状
や
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
な
ど
の
話

●
参
加
費

無
料

●
問
合
先

同
協
会
u
|
１
２
０
０

Ｐ
可
児
―――――――――――――――――――

男
女
共
同
参
画
を
学
ぼ
う

Ｐ
（
ピ
ー
キ
ュ
ー
ブ
）
可
児
は
、

「
可
児
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
２

０
１
０
」
に
つ
い
て
学
ぶ
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

ど
な
た
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

●
期
日

１１
月
２３
日
（
祝
）

●
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

●
場
所

春
里
公
民
館

●
内
容

政
策
・
方
針
決
定
過
程
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画

●
参
加
費

無
料

●
問
合
先

Ｐ
可
児
の
増
尾
佳
代
子

さ
ん
u
Å
３
６
９
２
（
午
後
６
時

以
降
）

●市役所　〒509-0292 広見一丁目1番地
u~1111

車
椅
子

い
　
す

ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を

「
心
豊
か
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
い
る
市
は
、
第
９
回
可
児

市
長
杯
車
椅
子
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

１１
月
１６
日
（
日
）

●
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４

時
３０
分
（
午
前
１０
時
試
合
開
始
）

●
場
所

帷
子
公
民
館

●
参
加
チ
ー
ム

岐
阜
エ
ク
ス
プ
レ

ス
、
静
岡
バ
リ
ア
ー
ズ
、
Ｐ
ｏ
ｃ

ｋ
ｅ
ｙ
ｓ
、
信
州
流
星
倶
楽
部

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

参
加
チ
ー
ム

と
中
学
生
の
混
合
戦
、
誰
で
も
参

加
で
き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
問
合
先

福
祉
課

催
し

手に汗握る熱戦（昨年）

１１月９日（日）は衆議院議員総選挙 

選挙公報をご覧ください 選挙公報をご覧ください 
　第４３回衆議院議員総選挙が、１１月９日（日）に執行されます。それに
伴い、候補者の氏名、経歴、政見などを記載した選挙公報（県選挙管理委
員会発行）を１１月７日（金）までに新聞に折り込みますのでご覧ください。
新聞未購読の人は、下記の施設に設置しますのでご利用ください。 

※不在者投票は１１月８日（土）までの毎日、午前８時３０分～午後８時ま
で市役所で行っています。 

※国政選挙は紙による投票で行います。 
●問合先　市選挙管理委員会（総務課内） 

【選挙公報を設置している市の施設】 
市役所、各連絡所、中恵土公民館、川合公民館、福祉センター（今渡）、
福寿苑（大森）、可児川苑（坂戸）、総合会館（市役所向かい）、総
合会館分室（ＪＲ可児駅西）、図書館本館（広見）、Ｌポート可児（姫
ケ丘）、文化創造センター（下恵土） 

【選挙公報を設置しているその他の施設】 
市内の金融機関、新聞販売店、郵便局、農協 

3

3

3

市は、坂戸地域内の可児市総合運動場付近一帯
を拡張・改修し、可児市運動公園としての都市計
画案を策定するにあたり、説明会を開催します。
●日時と場所

●問合先 都市計画課

可児市運動公園

公園整備説明会を開催公園整備説明会を開催

日　時 回 場　所 
１１月１８日（火） 
午後７時～ 春里公民館 

 
総合会館 
（市役所向かい） 

１１月２１日（金） 
午後７時～ 

第１回 

第２回 
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手
づ
く
り
絵
本
大
賞
――――――――――

絵
本
の
応
募
作
品
展
を
開
催

市
は
「
第
６
回
花
の
ま
ち
可
児
・

手
づ
く
り
絵
本
大
賞
」
の
全
応
募
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
間

１１
月
１５
日
（
土
）
〜
２４
日

（
振
休
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
１１
月
２１
日
〜
２３
日
は
午
後
７
時

ま
で
）

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
入
場
料

無
料

期
間
中
の
催
し

▽
１１
月
２２
日
（
土
）
午
後
５
時
３０
分

〜
「
マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア
ノ
の
夕
べ
」

▽
１１
月
２３
日
（
祝
）
午
後
１
時
〜

「
表
彰
式
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

▽
随
時
「
展
示
作
品
お
は
な
し
タ
イ

ム
」

●
問
合
先

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

u
~
２
０
０
５

環
境
講
座
―――――――――――――――――

里
山
の
秋
を
味
わ
お
う

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
里

山
ク
ラ
ブ
可
児
」
は
、
作
業
体
験
や

味
覚
を
通
し
て
、
里
山
の
秋
を
満
喫

す
る
た
め
の
企
画
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
期
日

１１
月
１６
日
（
日
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
３０

分
●
内
容

①
ご
掻か

き
、
薪

た
き
ぎ

集
め
、
除

伐
を
体
験
す
る
。
②
自
然
薯

じ
ね
ん
じ
ょ

を
掘

っ
て
と
ろ
ろ
汁
を
作
り
、
薪
を
使

っ
て
麦
ご
飯
を
炊
く
。
い
ず
れ
か

の
班
に
分
か
れ
て
活
動
し
、
お
昼

に
全
員
で
と
ろ
ろ
ご
飯
を
味
わ
う

●
参
加
費

無
料

●
定
員

２０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

１１
月
１３
日
（
木
）

※
場
所
は
参
加
決
定
者
に
後
日
連
絡

し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

市
史
編
さ
ん
講
座
――――――――――――

美
濃
焼
の
歴
史
を
学
ぼ
う

市
は
、
市
史
編
さ
ん
中
に
新
た
に

発
見
さ
れ
た
資
料
や
研
究
の
成
果
を

発
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
可
児

の
焼
き
物
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１１
月
３０
日
（
日
）

●
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
講
師

田
口
昭
二
さ
ん
（
日
本
考

古
学
協
会
会
員
・
市
史
執
筆
者
）

●
演
題

‐
美
濃
焼
の
歴
史
を
探
る
‐

陶
工
の
村
・
久
々
利
大
平

●
定
員

１
０
０
人

●
参
加
費

無
料

●
申
込
締
切

１１
月
２１
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先

市
史
編
さ
ん
室

u
‹
}
４
６
０
１

め
だ
か
の
楽
校

が
っ
こ
う

―――――――――――――

市
内
の
川
を
観
察
し
よ
う

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
め

だ
か
の
楽
校
」
は
、「
中
郷
川
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１１
月
２４
日
（
振
休
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
集
合
場
所

市
役
所
正
面
玄
関

（
現
地
ま
で
バ
ス
で
送
迎
）

●
コ
ー
ス

我
田
か
ら
中
郷
橋
付
近

ま
で
の
約
５
㎞

●
参
加
費

無
料

●
定
員

６０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

１１
月
１２
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

環
境
課

第２２回可児農業祭 

●期日　１１月１５日（土）～１６（日） 
●場所　ふれあいパーク・緑の丘（花フェスタ記念公園南） 

※イベントの内容および時間は、都合により変更する場合があります。 
●問合先　農林課 

実りの秋を楽しもう！

開
会
式 

品
評
会 

表
彰
式 

宮太鼓演奏 

農産物 
輪投げ 

つきたてもちの 
試食 

○農産物品評会（特設テントで１６日１３：３０まで）　○新鮮農産物の即売会（２日間終日） 
○ふあふあ（２日間終日、有料１００円） 

花木 
素人市 

もちなげ 

トキワ 
幼稚園 
演奏 

お楽しみ抽選会 
抽選券配布 

体
験
学
習 

表
彰
式 

お楽しみ 
抽選会 

品評会出品即売会 

東濃実業高校 
吹奏楽部演奏 

新米プレゼント 
先着1000人 

花木苗  
プレゼント 

烏峰太鼓 
演奏 

手作りバター 
にチャレンジ!

つきたてもちの 
試食 

農産物 
輪投げ 

さといも煮の試食 
木工教室・寄せ植え教室 

スピードくじ 

消防の広場 
さといも煮の試食 
木工教室 
スピードくじ 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ 

１５
日（
土
） 

１６
日（
日
） 

川の生物を探す子どもたち（大森）

募
集

可
児
の
 

新
米
など
が
当た
る！
 

 

１１
／１
５（１
０：０
０～
１５：
００
）、１
１／
１６（
９：３
０～
１５：
００
） 

可
児
農
業
祭
実
行
委
員
会（
可
児
市
） 

スピ
ード
くじ
引換
券 
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都
市
定
住
促
進
優
良
賃
貸
住
宅
―――

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

市
は
、
家
賃
の
一
部
を
所
得
に
応

じ
て
補
助
す
る
優
良
な
賃
貸
住
宅

「
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
・
ソ
ナ
ン
」
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
入
居
資
格

同
居
親
族
が
あ
る
世

帯
で
、
一
定
の
収
入
が
あ
る
人

●
募
集
戸
数

２
戸

●
所
在
地

今
渡
２
６
１
１
‐
１

●
建
物
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
５
階
建
て
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

●
申
込
締
切

１１
月
２１
日
（
金
）

●
申
込
先

め
ぐ
み
の
農
業
協
同
組

合
可
児
不
動
産
セ
ン
タ
ー

u
~
１
４
４
４

●
問
合
先

建
築
指
導
課

女ひ
と

と
男ひ

と

の
か
が
や
き
講
座
―――――――

現
代
家
族
を
考
え
よ
う

市
は
「
ゆ
れ
る
現
代
家
族
を
み
つ

め
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
３
回
連

続
で
女
と
男
の
か
が
や
き
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

女
性
と
男
性
が
お
互
い
に
理
解
し

合
う
た
め
に
、
体
の
こ
と
、
家
族
の

中
の
人
間
関
係
、
楽
し
い
落
語
の
話

で
笑
い
な
が
ら
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

切
り
口
の
中
か
ら
「
現
代
家
族
」
を

考
え
ま
す
。

性
別
、
年
齢
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
内
容

●
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０

分
●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
参
加
費

無
料

●
対
象
者

で
き
る
だ
け
３
回
と
も

参
加
で
き
る
人
（
各
回
の
み
の
参

加
も
受
け
付
け
ま
す
）

●
託
児

希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

●
募
集
人
数

６０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切

１１
月
２５
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先

総
合
政
策
課

ガ
ラ
ス
工
芸
講
座
――――――――――――

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
制
作

わ
く
わ
く
体
験
館
は
、
ガ
ラ
ス
工

芸
講
座
「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作

ろ
う
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１１
月
３０
日
（
日
）
ま
た
は

１２
月
１
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か

●
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

●
場
所

わ
く
わ
く
体
験
館
（
塩
河
）

●
内
容

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法

や
ト
ン
ボ
玉
の
飾
り
を
使
っ
て
、

か
わ
い
い
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

ラ
ン
プ
を
作
る

●
対
象

小
学
５
年
生
以
上
（
大
人

も
可
）

●
参
加
費

３
０
０
０
円

●
定
員

各
日
と
も
２０
人
（
抽
選
）

●
申
込
締
切

１１
月
２０
日
（
木
）

※
受
講
決
定
者
に
は
、
受
講
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先

同
館

u
Ç
１
５
１
５

 
 
 
　１１月１２日～２５日は「女性に対する暴力をなくす
運動」期間（主唱・内閣府）です。暴力は、性別
や間柄を問わず許されないものですが、被害者が
圧倒的に女性である暴力（配偶者・恋人からの暴
力、セクシュアルハラスメント、ストーカー行為
など）について、社会的な問題として早急に解決
を図る必要があります。 
　今まで「女性は男性より弱くて従うもの」「男
（夫）は女（妻）を殴ってもよい」というような
考えがあったり、受け続ける暴力で無気力となり
助けを求められないこともあって、暴力が見えに
くくなっていました。女性に対する暴力は、決し
て許されるものではないとの社会認識をさらに徹
底していかなければなりません。 

 
　暴力には、殴る・けるなどの身体的暴力だけで
はなく、暴言を吐かれたり、行動を制限・監視す
ることなども含んでいます。暴力によって、つら
いと思っている人は、ぜひ相談してください。解
決に向けて一緒に考えていきましょう。振るわれ
ていい暴力などはないのですから。 
◆「男女共同参画・法律相談」女性の弁護士による
面談相談（要電話予約） 
◆男女共同参画サロン「人と情報の交流サロン」専
任のアドバイザーによる相談（予約の必要なし） 
◆「岐阜県女性相談センター」u０５８-２７４-７３７７ 
◆岐阜県弁護士会「ＤＶ・犯罪被害者支援センター」
u０５８-２６５-００２０ 
◆そのほかにも、相談窓口があります。サロンで
も紹介していきますのでお問い合わせください。 
●問合先　総合政策課 

男女共同参画社会への道 vol.48

「女性に対する暴力をなくす運動」 

回 講師 テーマ 期日 

１ 

２ 
 

３ 

１１月２９日 
（土） 

２月２１日 
（土） 

「大切にしよう 
　　　　　自分の体と性」 
～女も男も更年期～ 
 

清水　亮さん 
（助産師カウンセラー） 

１６年 
１月２４日 
（土） 

「家族の中の人間関係」 
～妻、夫、子ども、親、親族 
　との関係を見直そう～ 

隠岐美智子さん 
（カウンセラー） 

「桂文也のジェンダーブレイク」 
～笑って、感じて、気付いて、 
　変わる～ 

桂　文也さん 
（落語家） 

ガラス製のツリー
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バ
ス
ハ
イ
ク
・
レ
ー
ル
バ
ス
ハ
イ
ク

中
濃
地
域
の
魅
力
を
訪
ね
て

中
濃
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
推

進
協
議
会
は
、
日
本
公
園
村
「
こ
こ

ろ
に
残
る
五
十
景
」
や
観
光
地
の
魅

力
を
じ
っ
く
り
楽
し
む
バ
ス
ハ
イ
ク

・
レ
ー
ル
バ
ス
ハ
イ
ク
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日
と
内
容

※

＝
バ
ス
ハ
イ
ク
、

＝
レ
ー
ル

バ
ス
ハ
イ
ク

●
参
加
費

大
人
＝
７
０
０
円
、
小

中
学
生
＝
３
５
０
円
（
昼
食
は
各

自
で
用
意
）

●
定
員

バ
ス
ハ
イ
ク
＝
各
４０
人
、

レ
ー
ル
バ
ス
ハ
イ
ク
＝
４５
人
（
各

先
着
順
）

●
申
込
方
法

電
話
で
希
望
コ
ー
ス

名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

年
齢
（
子
ど
も
の
場
合
）
を
連
絡

●
申
込
期
間

１１
月
１０
日
（
月
）
〜

２５
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先

美
濃
加
茂
市
役

所
総
合
政
策
課

u
Y
２
１
１
１

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会
―――――――――

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

岐
阜
県
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協

会
東
濃
支
部
は
、
第
２
回
東
濃
支
部

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
は
、
普
通
の
ゴ

ル
フ
競
技
の
ボ
ー
ル
を
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
に
置
き
換
え
た
も
の
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に

楽
し
め
ま
す
。
こ
の
機
会
に
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

１１
月
３０
日
（
日
）
（
小
雨

決
行
）

●
時
間

午
前
９
時
〜
正
午
（
受
け

付
け
は
午
前
８
時
３０
分
か
ら
）

●
場
所

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の

丘
（
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
南
）

●
参
加
資
格

自
由

●
持
ち
物
な
ど

運
動
の
で
き
る
服

装
（
デ
ィ
ス
ク
の
無
い
人
は
無
料

で
貸
し
ま
す
）

●
参
加
費

３
０
０
円
（
小
学
生
以

下
２
０
０
円
）

●
定
員

４０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
参
加
者
氏
名
、
性
別
、
年

齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
岐
阜
県

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
東
濃

支
部
事
務
局
へ
連
絡
す
る

●
申
込
締
切

１１
月
１５
日
（
土
）

●
申
込
・
問
合
先

同
事
務
局

u
‹
~
７
３
７
２

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
――――――――

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
内
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
日
時
（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

●
場
所

ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者

高
校
生
以
上
（
子
ど
も

連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員

各
１５
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物

運
動
服
、
室
内
靴
、
顔

写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２
・
５
㎝
）

●
受
講
料

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日

１１
月
１１
日
（
火
）

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
内
に
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
連
盟
事
務
局

u
~
８
６
０
０

わ
い
わ
い
可
児
っ
子
大
集
合
―――――

交
流
会
で
仲
間
づ
く
り

市
Ｖ
Ｙ
Ｓ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
異
地
区
・
異

年
齢
の
子
ど
も
た
ち
の
仲
間
づ
く
り

の
手
助
け
を
す
る
交
流
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１１
月
２４
日
（
振
休
）

●
時
間

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３

時
３０
分

●
場
所

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容

ゲ
ー
ム
大
会

●
対
象

小
学
５
年
〜
中
学
３
年
生

●
定
員

１
０
０
人
程
度

●
参
加
費

無
料

●
申
込
締
切

１１
月
１２
日
（
水
）

●
申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
課
青

少
年
係

ホ
ス
ピ
ス
セ
ミ
ナ
ー
――――――――――

肺
が
ん
に
つ
い
て
知
ろ
う

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
は
、
第
５

回
ホ
ス
ピ
ス
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日

１１
月
２２
日
（
土
）

●
時
間

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所

多
治
見
市
医
師
会
館
（
多

治
見
市
音
羽
町
）

●
演
題

「
肺
が
ん
（
症
状
で
見
つ

か
る
か
、
検
診
で
見
つ
か
る
か
）」

●
講
師

水
田
隆
俊
さ
ん
（
医
師
）

●
参
加
費

会
員
＝
無
料
、
非
会
員

＝
５
０
０
円

●
定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、「
ホ
ス
ピ
ス
セ

ミ
ナ
ー
参
加
希
望
」
を
記
入
し
、

東
濃
ホ
ス
ピ
ス
研
究
会
事
務
局

（
〒
５
０
７
‐
０
９
０
１
笠
原
町

１
１
０
４
‐
４
）
へ
送
付
す
る

●
申
込
・
問
合
先

同
事
務
局

u
０
５
７
２
k
３
９
２
３

バ 

バ 

バ 

レ 

○ 

○ 

○ 

○ 

コース 内　　容 
 

期日 

中濃 
ハイク 

郡上 
ハイク 

可茂 
ハイク 
 長良川鉄道 
ハイク 

１２／６ 
（土） 

２／２１ 
（土） 

３／１３ 
（土） 

３／２０ 
（祝） 

長良川鉄道を利用して、水 
の町と温泉をエンジョイ 

昭和の頃を懐かしむ、温故 
知新の旅 

雪まつりと温泉で、たっぷ 
りリフレッシュ 

匠の技に触れ、紙すきで和 
の心を感じるハイク 

たくみ 

期
　
日 

時
　
間 

１２
／
１
（
月
） 

１２
／
５
（
金
） 

１２
／
１６
（
火
） 

１２
／
２０
（
土
） 

１２
／
２３
（
祝
） 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
前
１０
時
〜
正
午 

午
前
１０
時
〜
正
午 

午
後
７
時
〜
９
時 

午
後
７
時
〜
９
時 

交流会の子どもたち（昨年）
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可
児
市
卓
球
選
手
権
大
会
――――――

卓
球
大
会
に
参
加
し
よ
う

可
児
市
卓
球
協
会
は
、
可
児
市
卓

球
選
手
権
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

●
期
日

１２
月
７
日
（
日
）

●
時
間

午
前
９
時
〜

●
場
所

海
洋
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
）

●
参
加
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人

●
申
込
方
法

市
体
育
連
盟
事
務
局

（
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
・
練
成
館
内
）

に
備
え
付
け
の
用
紙
で
申
し
込
む

●
申
込
締
切

１１
月
２１
日
（
金
）

●
問
合
先

同
協
会
の
鈴
木
広
行
さ

ん

u
~
６
６
４
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
―――――

一
人
で
悩
ま
な
い
で

夫
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

な
ど
、
女
性
に
か
か
わ
る
人
権
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
電

話
の
ほ
か
面
接
も
あ
り
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
期
日

１１
月
２０
日
（
木
）

●
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

●
電
話
相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
　
u
０
５
８
（
２
４
０
）

５
５
８
０

●
面
接
場
所

岐
阜
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
（
岐
阜
市
金
竜
町
）

●
問
合
先

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
事
務
局
（
岐
阜
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
内
）

u
０
５
８

（
２
４
５
）
３
１
８
１

県
民
手
帳
―――――――――――――――――

新
年
版
を
販
売
し
ま
す

県
統
計
協
会
が
発
行
す
る
平
成
１６

年
版
の
岐
阜
県
民
手
帳
を
販
売
し
ま

す
。こ

れ
は
、
最
新
の
各
種
統
計
資
料

や
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
情
報
な
ど

が
収
録
さ
れ
た
、
便
利
で
使
い
や
す

い
手
帳
で
す
。
皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
大
き
さ

１７
・
３
セ
ン
チ
×
９
・

１
セ
ン
チ

●
ペ
ー
ジ
数

約
１
８
０
ペ
ー
ジ

●
価
格

４
８
０
円
（
税
込
み
）

●
販
売
期
間

１１
月
１０
日
（
月
）
〜

１６
年
１
月
３０
日
（
金
）

●
販
売
場
所

市
役
所
総
合
政
策
課

ま
た
は
市
内
各
連
絡
所

●
問
合
先

市
総
合
政
策
課

可児市まちづくり活動助成金

追加募集分の助成事業を決定  
　市は、可児市まちづくり活動助成金の平成１５年度追加募集分について、総額９２万６千円の助成事業を次のとおり決定しま
した。 

まちづくりスタート事業 

まちづくり活動事業 

団　体　名 活動の概略 助成額 

春里の歴史探索会 春里を中心とした西可児地区の歴史を調査し、それを基に市民劇団による創作ミュージカルの
上演を目指す。 

 
3.7万円 

団　体　名 事業名 事業の概略 助成額 
 
宮瀬小さな街づくりの会 

 
可児おやこ劇場 
 
地球ハーモニー　かに 

社団法人ガールスカウト 
日本連盟岐阜県第３２団 

特定非営利活動法人 
サンピープル 
ＮＰＯなんでもサポート 
センター岐阜  
  鳩吹山を緑にする会 

地蔵公園を皆の力で 
つくりあげようプロジェクト 
特定非営利活動法人 
生涯学習かに 
特定非営利活動法人 
ごきげんさん 
  志野太鼓 

 
地域でつくる楽しい小道 

 
まちを遊ぶ 
 
地球はひとつの家族 
 
ガールスカウト体験ｄａｙ 

“生きがい探し”フェスティバ
ル
地区まちづくり等地域活性化事
業 
 
薬王寺山の整備と散策道作り 

地蔵公園を皆の力で 
つくりあげようプロジェクト 
 
生き活き創年ゼミ 
 
ぎふ宅老連絡会設立推進運動 
 
太鼓で元気な町づくり 

楽しい地域コミュニティの小道を地域でつくり、維持管理し、
「自分たちのできることは自分たちで」を合言葉に自立し
た小さなまちづくりを進める。 
子どもたちに、遊びを通じて自分の住むまちに関心を持っ
てもらい、ふるさとを愛する心を育てる。 
子どもたちの国際理解を進めるため、南アフリカの子ども
たちを招き、コンサートや交流会を開催する。 
ガールスカウト体験ｄａｙの中で高齢者体験を実施し、社会
福祉への関心を高める。 
美容と健康をテーマにしたフェスティバルの開催により、
高齢者の生きがい探しにつなげる。 
市民公益活動団体の活動への助言やセミナー・相談会など
の開催により、まちづくりへの市民参画を支援する。 
市民の憩いの場となるよう薬王寺山の環境整備を進めると
ともに、高齢者でも歩けるような散策道をつくる。 
地蔵公園を誰もが安全・快適に利用できるよう整備すると
ともに、その作業を通じて住民相互の交流を深める。 
高齢者の社会参加を進めるため、さまざまな講座を企画・
提供し、「学び・楽しみ・生きがいづくり」の場を創造する。 
連絡会の設立により、宅老所の質的向上を目指し、「高齢
者にやさしいまちづくり」に貢献する。 
和太鼓を中心に新しい郷土芸能を興し、可児市の活性化を
目指す。 

 
９.３万円 

 
１３.２万円 

 
１１.２万円 

 
１０.７万円 

 
１０.９万円 

 
１４.３万円 

 
２.４万円 

 
３.５万円 

 
２.３万円 

 
６.４万円 

 
４.７万円 

●問合先　まちづくり推進課 

案
内
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青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
―――――

積
極
的
に
関
わ
ろ
う

１１
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
」
で
す
。
市
で
は
「
青
少

年
　
地
域
で
守
ろ
う
　
育
て
よ
う
」

を
合
言
葉
に
、
地
域
・
家
庭
が
一
体

と
な
っ
て
あ
い
さ
つ
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

こ
の
強
調
月
間
を
契
機
に
、
多
く

の
人
々
が
子
ど
も
た
ち
に
積
極
的
に

関
わ
り
を
持
ち
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
を
温
か
く
見
守
り
、
注
意
す
る
市

民
運
動
へ
と
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

強
調
月
間
中
の
行
事
は
次
の
と
お
り

で
す
。

青
少
年
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▽
期
日

１１
月
１５
日
（
土
）

▽
時
間

午
後
１
時
３０
分
〜

▽
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

▽
内
容

中
学
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少

年
育
成
推
進
員
の
実
践
発
表
お
よ

び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
趣
旨

青
少
年
健
全
育
成
に
関
す

る
今
の
中
学
生
の
取
り
組
み
、
考

え
方
や
市
民
の
青
少
年
育
成
活
動

の
様
子
な
ど
の
意
見
発
表
を
聞
く

▽
入
場
料

無
料

街
頭
補
導
活
動

▽
内
容

期
間
中
、
市
少
年
補
導
セ

ン
タ
ー
補
導
員
が
、
市
内
を
車
で

巡
回
す
る

▽
時
間

昼
間
＝
午
後
３
時
〜
５
時
、

薄
暮
＝
午
後
５
時
〜
７
時
、
夜
間

＝
午
後
８
時
〜
１０
時

●
問
合
先

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

就
職
面
接
会
―――――――――――――――

仕
事
を
探
し
て
い
る
人
へ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
は
、
就
職

面
接
会
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日

１１
月
１９
日
（
水
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
け

付
け
は
正
午
か
ら
）

●
場
所

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
（
多
治
見
市
東
町
）

●
参
加
事
業
所

可
児
市
、
多
治
見

市
、
土
岐
市
、
瑞
浪
市
、
可
児
郡
、

土
岐
郡
に
あ
る
約
５０
の
事
業
所

●
対
象
者

一
般
求
職
者
、
ま
た
は

平
成
１６
年
３
月
に
学
校
を
卒
業
す

る
人

●
持
ち
物

履
歴
書
（
複
数
枚
）、
雇

用
保
険
受
給
者
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証

※
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
多
治
見
駅
か
ら
会

場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

●
問
合
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見

u
０
５
７
２
V
３
３
８
３

可
児
市
成
人
式
――――――――――――――――――

市
外
在
住
者
は
届
け
出
を

市
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、

平
成
１６
年
可
児
市
成
人
式
を
次
の
よ

う
に
開
催
し
ま
す
。

●
期
日

１６
年
１
月
１１
日
（
日
）

●
時
間

午
後
１
時
〜
（
受
け
付
け

は
正
午
か
ら
）

●
場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者

昭
和
５８
年
４
月
２
日
〜

５９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

申
込
方
法

▽
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

往
復
は
が
き
で
案
内
し
ま
す
の
で
、

出
席
・
欠
席
を
明
記
し
て
返
送
し

て
く
だ
さ
い

▽
市
外
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
１２
月

１２
日
（
金
）
ま
で
に
、
①
生
涯
学

習
課
ま
た
は
各
連
絡
所
に
備
え
付

け
の
届
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
す
る
か
、
②
電
子
メ
ー

ル
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

卒
業
中
学
校
を
明
記
し
て
、
ア
ド

レ
スsyogaigakusyu@

city.kani.

gifu.jp

へ
送
付
す
る
か
の
、
い
ず

れ
か
の
方
法
で
届
け
出
し
て
く
だ

さ
い

注
意
事
項

▽
当
日
は
、
卒
業
中
学
校
ご
と
に
受

け
付
け
し
ま
す

▽
中
学
卒
業
後
に
市
内
で
転
居
し
た

人
は
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先

同
課
同
係

街頭啓発をする皆さん（昨年）

１１月のごみ・リサイクル資源収集日 

収 集 地 区  
缶 

ペットボトル 
トレー資源 

金物類 
粗大ごみ 

中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・ 
平貝戸・明智・石森・石井 

今渡・土田 

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・ 
若葉台・虹ケ丘 

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・ 
光陽台・長洞・帷子新町 

川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・ 
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸 
塩・塩河・室原・坂戸台 

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・ 
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・ 
渕之上 

下切・北姫ニュータウン・ 
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見 

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・ 
柿下・大森・松伏・大森台・星見台 

２６ 
（水） 

２７ 
（木） 
 
１３ 
（木） 

２０ 
（木） 

１９ 
（水） 

１１ 
（火） 

１４ 
（金） 

２１ 
（金） 

１９ 
（水） 

２０ 
（木） 

１７ 
（月） 

２７ 
（木） 

２６ 
（水） 

１８ 
（火） 

２１ 
（金） 

２８ 
（金） 

期 日  

回収団体   
 
回収品目  

収集時間  
場 所  

資源集団回収にご協力を 

午前９時～１１時の間に 
総合会館分室駐車場 
（ＪＲ可児駅西）へ 
 

１１月２３日（祝） 
 可児市生活学校 
 瓶、缶、ペットボトル、トレー、 
発泡スチロール、紙類 
（新聞と広告は別で縛る） 

1１月の税金 

国民健康保険 
介護保険科 

６期 

※１２月１日までに納め 
　ましょう。 
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心
配
ご
と
相
談

●
期
日

毎
週
火
曜
日

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
問
合
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

u
~
１
５
５
５

法
律
相
談

●
期
日

１１
月
１８
日
（
火
）、
２５
日

（
火
）

●
時
間

１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け

は
２
時
ま
で
）

●
場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

人
権
相
談

●
期
日

１１
月
１４
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
問
合
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

住
宅
（
建
築
）
相
談

●
期
日

１１
月
２１
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

※
耐
震
、
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
保

証
制
度
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
問
合
先

建
築
指
導
課

国
税
の
出
張
相
談

●
期
日

１１
月
１３
日
（
木
）

●
時
間

１０
時
〜
３
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

●
問
合
先

税
務
課

行
政
相
談

●
期
日

１１
月
１４
日
（
金
）

●
時
間

１
時
〜
４
時

●
場
所

市
役
所
１
階
相
談
室

●
問
合
先

総
務
課

こ
と
ば
・
発
達
相
談

●
日
時

平
日
の
３
時
３０
分
〜
４
時

３０
分
に
電
話
で
受
け
付
け
、
調
整

●
場
所

養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
可

児
警
察
署
西
）

※
お
子
さ
ん
の
言
葉
や
発
達
に
つ
い

て
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

同
セ
ン
タ
ー

u
|
０
２
５
５

子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

●
期
日
と
場
所

○
１１
月
１４
日
（
金
）、

１５
日
（
土
）
＝
文
化
創
造
セ
ン
タ

ー
（
下
恵
土
）

○
１１
月
１７
日

（
月
）
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間

１
時
〜
４
時

※
「
生
涯
楽
習
相
談
」
も
受
け
付
け

ま
す
。

●
問
合
先

生
涯
学
習
課
青
少
年
係

保　健 保　健  
 
３種・２種混合（初回・追加） 
●日時と場所　○１１月１１日（火）２
時～２時３０分＝今渡公民館　○１１月
１８日（火）２時～２時３０分＝久々利
公民館　○１１月２５日（火）１時３０分
～２時３０分＝保健センター　●対象者
生後５カ月以上９０カ月未満　○３
種＝百日ぜきにかかったことのない子
（３～８週間の間隔で３回接種）
○２種＝百日ぜきにかかったことのあ
る子（４～６週間の間隔で２回接種） 
※初回終了後１年～１年半の間隔で追
加接種を受けてください。 
 ポリオ 
●期日　１１月１３日（木）　●受付時
間　１時３０分～２時３０分　●場所
保健センター　●対象者　投与日を基
準として、生後３カ月から９０カ月まで
の乳幼児で、未投与者と１回投与済者 
※２回目投与は、１回目との間隔を６
週間以上空けてください。 
 乳児健康診査・ツベルクリン 
●期日　１１月１９日（水）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１５年７月１日
～１５日生まれ 
 １歳６カ月児健康診査 
●期日　１１月１７日（月）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１４年４月１６日
～３０日生まれ 

母子健康手帳交付 
●期日　毎週金曜日（祝日を除く）　
●受付時間　９時１５分～９時３０分
●場所　保健センター 
 ３歳児健康診査 
●期日　１１月１２日（水）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１２年１０月１６
日～３１日生まれ 
 ７カ月児相談 
●期日　１１月１３日（木）　●受付時
間　９時～１０時３０分　●場所　保健
センター　●対象者　１５年３月生まれ 
 こども相談 
●期日　１１月１８日（火）　●受付時間
９時～１０時３０分　●場所　保健セン
ター　●対象者　乳幼児を持つ人 
 こども歯みがき相談 
●期日　１１月１１日（火）　●受付時
間　１時２０分～２時　●場所　保健
センター　●対象者　１３年７月生ま
れ　●内容　歯科健診、染め出し、ブ
ラッシング指導、おやつ指導　●持ち
物　母子手帳、エプロン、タオル、歯
ブラシ、手鏡、コップ　●申込先　健
康増進課（前日までに） 
 健康講話 
●期日と場所　○１１月１１日（火）＝
可児川苑（坂戸）　○１１月１７日（月）
＝福寿苑（大森）　●時間　１０時～１１
時　●対象者　６０歳以上の人　●内容
お口の中の健康 

あこがれママ教室 
●期日　○２課＝１１月１４日（金）　○３
課＝１１月２１日（金）　●受付時間
９時２０分～９時３０分　●場所　保健
センター　●内容　○２課＝妊婦体操
（運動のできる服装、飲み物を持参）、
歯の衛生（歯ブラシ、手鏡、コップを
持参）　○３課＝臨月からお産、乳房
の手当て 
 離乳食モグモグ教室 
●期日　１１月２６日（水）　●受付時
間　９時４５分～１０時　●場所　総合
会館（市役所向かい）　●対象者　離
乳中期以降の子どもを持つ人　●持
ち物　エプロン、三角きん、手ふき
●申込締切　１１月２１日（金）　●申
込先　健康増進課 
 離乳食相談 
●期日　１１月１９日（水）　●受付時
間　２時～２時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　離乳期の乳児を
持つ人 
 心の健康相談 
●期日　１１月１８日（火）　●受付時
間　１時～３時３０分　●場所　保健
センター　●相談内容　不眠、不安、
憂うつ、酒による悩みなど　●相談員
専門医師、保健師　●申込先　健康
増進課（前日までに） 
 献血 
●期日　１１月２５日（火）　●時間　１０
時～１時、２時～４時　●場所　ユニ
ー可児店（中恵土） 

乳児健診・１歳６カ月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付に用意しています。番号札を
利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ●問合先　健康増進課 

無
料
相
談
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本 館  
帷 子 分 館  
桜 ケ 丘 分 館  

u~５１２０
uÇ８５３０
uÅ３４７３ 

可 児 市 の人 口と世 帯  
（ １０月１日現在） 

●人　口……９７,５３２人 
（男４８,４９６人、女４９,０２７人） 

（先月より２０８人増、 
昨年同月より１,３２０人増） 

●世帯数…３３,７７６世帯 

展示のご案内 

絵本を作ってみよう 

休館日 

双子の杉中ななみ
ちゃん（左）かいと

くん（５カ月・長坂
） 

 

河合りゅうたくん（１１カ月・今渡） 

ひまわり号巡回予定表 

１１／１１ 
（火） 

１２ 
（水） 

１８ 
（火） 

１４ 
（金） 

１９ 
（水） 

２１ 
（金） 

２５ 
（火） 

２６ 
（水） 

月　日 場　　所 時　間 
可 児 川 苑  
日 本 ラ ン ド 公 民 館  
ふれあいセンター長坂 
帷 子 小 学 校  
愛岐ケ丘五丁目公園  
愛 岐 ケ 丘 中 央 公 園  
春 里 小 学 校  
春 里 連 絡 所  
光 陽 台 四 丁 目 公 園  
西 可 児 中 学 校  
旧 姫 治 連 絡 所 南  
今 公 民 館  
清 水 ケ 丘 集 会 所  
南 帷 子 小 学 校  
柿 下 公 民 館  
緑ケ丘二丁目バス停  
羽 生 ケ 丘 公 民 館  
東 明 小 学 校  
奥山台あすなろ公園  
松 伏 団 地  
旭 小 学 校  
桂ケ丘一丁目バス停  
桜ケ丘給水タンク東側  
桜 ケ 丘 小 学 校  
福 寿 苑  
久 々 利 連 絡 所  
大 平 公 民 館  
し ら さ ぎ 団 地  

1:30～2:00 
2:10～2:30 
2:50～3:30 
3:40～4:30 
2:10～2:40 
2:50～3:30 
3:45～4:30 
2:10～2:50 
3:00～3:40 
3:50～4:30 
1:30～2:00 
2:10～2:40 
2:55～3:30 
3:45～4:30 
1:30～2:00 
2:10～2:50 
3:05～3:35 
3:45～4:30 
1:30～2:05 
2:20～2:50 
3:10～4:30 
2:00～2:50 
3:00～3:40 
3:45～4:30 
1:30～2:00 
2:15～2:45 
3:00～3:30 
3:50～4:30 

 
 
　今年も本館で手づくり絵本大賞の
受賞作品を展示します。あなたも作
って、来年応募してみませんか？ 
 
 
 
 
樋口通子著（こぐま社）：絵本『か
みさまからのおくりもの』の作者に
よる手づくり絵本講座です。不器用
でも作りたい気持ちがあれば素敵な
絵本が作れると、エールを送ってく
れます。 
 
 
 
 
高橋宏幸著（日貿出版社）：お母さん
篇は、子どもたちに本への興味を持
たせる絵本作りを紹介。自分史作成
にも応用が利きます。こども篇は、
子どもが楽しみながらできる絵本作
りを図で教えてくれます。 
 
 
 
 
●日時と場所　○本館＝毎週土曜日午後２
時～、第２・４木曜日午前１１時～（幼
児向け）　○帷子分館＝毎週土曜日午
後２時～、第２・４木曜日午前１０時３０
分～（幼児向け）　○桜ケ丘分館＝毎
週土曜日午前１０時３０分～ 

●内容　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝
居、本の紹介など 

 
 
１１月３日（祝）、４日（火）、１０日（月）、１７日（月）、 
　　２３日（祝）、２４日（振休）、２８日（金） 
１２月１日（月）

 
※１１月２８日（金）は館内整理日です。 
※桜ケ丘分館は、公民館が選挙会場に
なるため、１１月８日（土）正午～
９日（日）終日臨時休館します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「市史編さん資料」展（パート３） 
１１月８日（土）～２０日（木）（本館）　　 

●「手づくり絵本大賞受賞作品」展 
１１月２６日（水）～１２月７日（日）（本館） 

●「山火事防止と緑の再生」展 
１１月１日（土）～２７日（木）（帷子分館） 

●「花の写真」展 
１１月１日（土）～２７日（木）（桜ケ丘分館） 

『ひぐちみちこの 
　　　　手づくり絵本講座』 
 

『世界でたった一冊の絵本づくり』 
　　　　お母さん篇・こども篇　 



広報かには古紙配合率１００％･白色度８０％再生紙を使用し、  
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 

編集・発行／可児市役所  〒５０９-０２９２  岐阜県可児市広見一丁目１番地 
u （０５７４）~１１１１　FAX （０５７４）}０３４５　URL  http://www.city.kani.gifu.jp/

いきいきマイタウン 番組案内 
ケーブルテレビ可児７ch放送 ケーブルテレビ可児７ch放送 

VOC成分 
　 ゼロ 

●放送時間　土・日曜日（７：３０・１２：３０・１４：００・２０：００・２２：００） 
　　　　　　月～金曜日（７：３０・１２：３０・２０：００・２２：００） 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

1０５ 

遠い昔にこの地であった、栄華と悲しい恋の物語。そんないにしえの 
雰囲気を、モミジの色合いが一層引き立てているようです。 

（久々利・泳宮公園） 

仮宮のモミジ 

表　紙　の　人 

掛布敏彦さん 
　焼き鈍しにより銅板の組
成を変化させ、ハンマーで
絞っていろんな曲線を作り
出す鍛金。平成元年に彫金
講座に参加して以来「立体

物を作り出すことが何とも楽しい」と、鍛金の
虜になりました。つぼ、鍋、香炉などの伝統工
芸のほか、人物や花などをモチーフにした、鍛
金の手法を用いた新しいアート作りを目指して
います。毎年市美術展に出品をしていますが
「仕事と制作の両立が大変で、何とか締め切り
に間に合う状態です」と笑顔で話します。 

　今後は、大型のオブジェを作ることと、着色
や鍋のスズメッキの技術を習得することが課題
です。技術・手法に関する情報を取り寄せなが
ら「まだまだ修行中」と笑う掛布さんの挑戦は
続きます。 
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（
河
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●“宝寿”を一堂に祝う 

★シリーズ：好きなのはカニダー 

　１０月２２日に文化創造センターで「いきい
き長寿の集い」が行われました。今年から始
まったこの催しの様子をお伝えします。 

11／1 
 
7
〜 

●可児の地名・読み方と書き方 

★シリーズ：図書館だより 

　市内にある地名の中には、読み方の難しい
ものや、間違えやすいものがあります。あら
ためて確認してみましょう。 14

〜 

11／8

●いまさら聞けないパソコン用語 
　＜第２集＞ 

★シリーズ：学校めぐり 

　インターネットに関連する用語をいくつか
紹介します。お楽しみに。 

11／15 
 
21
〜 

●うるおいライフ 

★シリーズ：市役所の豆知識 

　１１月は「全国青少年健全育成強調月間」で
す。学校、家庭、地域が一体となって、次代を
担う青少年の健全育成に取り組みましょう。 

11／22

28
〜 

●地上デジタル放送って何だ 

★シリーズ：好きなのはカニダー 

　いよいよ１２月に、地上デジタル放送が始
まります。各家庭では、今後どう対応すれば
よいのでしょうか。 

11／29

12／５ 
〜 

くくりのみや 


